
　

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書の訂正報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第４項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 2019年８月23日

【四半期会計期間】 第50期第１四半期(自　2019年４月１日　至　2019年６月30日)

【会社名】 株式会社中村超硬

【英訳名】 NAKAMURA CHOUKOU CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　井上　誠

【本店の所在の場所】 大阪府堺市西区鶴田町27番27号

【電話番号】 072-274-0007(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　川口　晃

【最寄りの連絡場所】 大阪府堺市西区鶴田町27番27号

【電話番号】 072-274-0007(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　川口　晃

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

  
 
 

EDINET提出書類

株式会社中村超硬(E31542)

訂正四半期報告書

1/3



１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

2019年８月９日に提出いたしました第50期第１四半期（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）四半期報告書

の記載事項につき、一部追加記載及び訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報

告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

１　事業等のリスク

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
 
第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

 
　（訂正前）

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
当社グループは、当第１四半期連結累計期間において、営業損失255百万円、経常損失323百万円、親会社株主に帰

属する四半期純損失361百万円を計上しており、983百万円の債務超過となっております。さらに、当社グループの有

利子負債は7,364百万円と、手元流動性に対し高水準にあります。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しておりま

す。

当社グループでは、このような状況を早期に解消すべく「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項

（継続企業の前提に関する事項）」に記載の施策を遂行することで、収益力及び財務体質の改善を図ってまいりま

す。

 
　（訂正後）

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
当社グループは、当第１四半期連結累計期間において、営業損失255百万円、経常損失323百万円、親会社株主に帰

属する四半期純損失361百万円を計上しており、983百万円の債務超過となっております。さらに、当社グループの有

利子負債は7,364百万円と、手元流動性に対し高水準にあります。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しておりま

す。

当社グループでは、このような状況を早期に解消すべく「２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・

フローの状況の分析　(6) 継続企業の前提に関する重要事象等についての対応策」に記載の施策を遂行することで、

収益力及び財務体質の改善を図ってまいります。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 
　（訂正前）

(1) ～ (5)　　（省略）

 
　（訂正後）

(1) ～ (5)　　（省略）

 
(6) 継続企業の前提に関する重要事象等についての対応策

「第２　事業の状況　１　事業等のリスク」に記載のとおり、当社は、継続企業の前提に重要な疑義を生じさ

せる事象または状況が存在しております。

当社グループは、このような状況を解消するため、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項

（継続企業の前提に関する事項）」に記載のとおり、以下の施策を遂行することで、将来の成長に向けて当該状

況を早期に解消し、業績及び財務状況の改善に努めてまいります。

 
①　電子材料スライス周辺事業について

・工場閉鎖による生産体制の最適化及び固定費削減

・ダイヤモンドワイヤ生産設備の売却

・極細線ダイヤモンドワイヤ生産技術を活かした新たな収益構築スキームの確立

②　財務基盤の安定化

・新株予約権による資金調達

・既存借入に係る返済条件見直し
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